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The Case Method of Instruction（Ⅷ）






























































































































































 ケース：プライベートリザーブ  6） 
 ?登場人物 
 　　川内社長：困っている人をほっとけない性格で人情深い。 




























 川内大樹 ：「できる限りのことをしてみます。」 
 川内社長 ： 「次にだが，だいぶ前から，わが社では遅刻が目立っている。今まで注意してき
たが一向に良くならないので今回はこの会議であえて名前を出すことにする。近
藤工場長の遅刻が原因で，業務に支障が出て工場の稼働率が悪いのですよ。」 
 近藤工場長 ：「前にも言ったとおり努力はしています。」 
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 久田店長 ： 「私は戻すべきではないと思います。戻すなら最低でも2年は修行に出すか，別
の会社で働いてもらって社会勉強をさせるべきです。」 
 川内社長 ：「それでも息子が困っているから力になりたい。」 
 久田店長 ： 「社長のその甘さが工場長をあんな面倒くさい性格にしてしまったのを忘れたの
ですか？　散々遊びつくして大学を中退した人なんて，常識的に考えて採用しま
せんよ！」 








































































 3） ゼミでは，ケース・メソッド教育を理解するために，主に以下のテキストを使用している。 
 坂井正廣編著『人間・組織・管理―理論とケース―』文眞堂，1979年。 
 ただし，このテキストは，残念であるが2016年で絶版となっている。 
 4） ゼミで学生討論用に使用したケースは，以下である。 
 坂井正廣編著『人間・組織・管理―理論とケース―』文眞堂，1979年，pp229 ― 297。 
 髙木直人によって作成した10編のケースを使用している。 
 5） 「沖縄料理居酒屋　居酒屋ヨウコウ」は，酒井優によって，ゼミ学生の討論用に作成したケースである。
このケースで使用されている会社名，人名，地名などはすべて仮装されている。基本的には，学生が作
成した原文を使用している。 
 6） 「プライベートリザーブ」は，糟谷宏明によって，ゼミ学生の討論用に作成したケースである。このケー
スで使用されている会社名，人名，地名などはすべて仮装されている。基本的には，学生が作成した原
文を使用している。 
 参考文献 
 坂井正廣編著『ケース分析の方法』文眞堂，1979年。 
 坂井正廣・吉田優冶編著『マネジメント：ケースに学ぶ〔新版〕』文眞堂，1991年。 
 坂井正廣・村本芳郎編著『ケース・メソッドに学ぶ経営の基礎』白桃書房，1993年。 
 坂井正廣著『経営学教育の理論と実践〔文眞堂現代経営学選集10〕』文眞堂，1996年。 
 坂井正廣・吉田優冶監修・ケース・メソッド研究会編著『創造するマネジャー：ケース・メソッド学習法』
白桃書房，1997年。 
 高木晴夫著『ケース・メソッド実践原理―ディスカッション・リーダーシップの本質―』ダイヤモンド社，
1997年。 
 吉田優冶・中村秋生編著『管理する〔ジャパンケースバンク　マネジメントケース集　第1巻〕』白桃書房，
2004年。 
 高木晴夫監修，竹内伸一著『ケースメソッド教授法入門』慶応義塾大学出版会，2010年。 
 
